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日本地ベン･ワイズナーほか著

蕊臺鰯謹蕊幹夫‘諏訪義雄ほか訳
組鎚望蓋蕊電"ぺージ,定価28,000門蝋
委員会ISBN97824-8067-1412-5

議濯蕊鍔識講難鰈鐵謬灘鱸灘灘鍵識
丘謹|論宅稽嬢懸窒瀧Fま雷)奪錦蔚灌謹嘉蕊讓零蕊1燕諾繍翻

覧するか借り出すしかないだろう.さらに読み始めると,ついつい瞼が重くなる.内容が固く小さい字でびっしり
と記述されている上,理科系の人間にとっては聞き慣れない社会科学の用語,記述が主体でとりつきにくいか
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助虚を対象にした講演を頼まれる機会もあれば,記事を頼まれることもあろう.防災を話題にしないで済むことは少

蚕捌舅盤篭驍皇霧鐵ついて･富然科学と社会科学の両方の見方を知ることにより'広い視野で話を組

篝簔毫潔鑿燕簿慧溌黛妻蕊瀞蕊謹蕊鵜蕊
丞会室して定着している.そのためややもすると｡災害に閏する調査研究や議論は,幅の狭い枝葉末節にこだわるも
内曹諸のに陥りやすい.しかし本書で扱われている災害の多様な側面は,日本で起きる災害では顕在化しないだけ．
至鎧で,実は共通点が多々含まれていることに気がつくはずである．目からウロコになるかもしれない．

さらに防災に関する国際会議や発展途上国との共同研究や技術協力へ関わる方海にとっては,必読の書で
ﾒｰﾘ茎あるといっても過言ではない.本書には｢国際防災会議とは,（災害に対する)脆弱性を大きくしている悪役が金

堂咽薑暹懲壜蕊静韻鶴鱒鳴琴認蝋､鐸藍薫虐鑑禦鼬騨碧瀞窪鴇
投穂qめぱ全面否定している訳ではないにしても,極めて辛辣な言葉が並んでいる.著者も訳者もこれらの会議に
問い合多々関わってきたにもかかわらずにもである.むしろ多々関わってきたからでこその表現であろう.筆者は自ら
わせ先の乏しい発展途上国での経験から,「衣食足りて初めて防災に関心を持つ｣という状況にある貧しい人々に防

災を説くのは至難であるとの認識を持っている.本書を読めば.主催者の自己満足と参加者の自己宣伝に留
萱助会まっているといっても過言ではない,おめでたい数多くの国際的な防災に関する会議やワークショップを,少し
量はましなものにするにはどうしたらよいか考えるきっかけにはなると思われる．

ﾘﾝｸ舗妻皇職讓尋零認請竪懇鑑識霧童議耀鶴繍蕊議欝喜
地震に禁醸譲霊盆鐵鰯雲総謝司繍瀞濯淵蓋鴬繍#購嘉鯉李詠基
閨する(PARモデル)｡防災蓮減災のために必要な色々な資源を獲得するためのアクセスモデル’資源を活用する対処
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上げられている.第2部の各章は,本書の中心部分であり,第1部で説明された概念を基に記述されていること
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から,それぞれの概念の理解を深めることができる．
第3部は｢安全･安心な環境を作る｣ということで第9章｢安心･安全な環境｣だけから構成されている,ここで

は,災害からの復旧をうまくやるにはどうしたらよいか,復旧の過程でより脆弱性の少ない社会を実現するには
どうすべきか‘最近の国際的な取り組みの紹介と共に識論されている．
巻末資料は,本書の理解の一助になるものであるが，写真が白黒で小さいのが惜しまれる.ウエブサイトなど

に掲載されることが望まれる．
本書が翻訳書として異色な点は‘訳注として訳者の主張が随所に記されていることにある.しかも著者の主

張について.誤っているとか認識が不足しているなどの異論が少なからず述べられていることで,翻訳書として
は極めて珍しい.主訳者の渡辺正幸氏は,砂防の技術者であるが.国連の防災関係機関に出向し,また国際
協力機構(JICA)の専門員として,世界中の災害の現場を飛び回り.防災関係の仕事に長年従事してきただけ
に,その経験に基づく主張には説得力がある.筆者も阪神淡路大震災に閏する記述はかなり一面的･皮相的
との印象を持つ.本書の指摘は誤りではないが‘バランスを欠いている.日本であるが故に‘災害をあの程度
まで押さえ込んだという側面もある.そのことは昨年のハイチの地震の被害と比較すればよく分かるだろう.他
の箇所にも同様のことがあると思われる.訳注については著者と訳者の間で熱いやりとりがあったものと思わ
れるが.訳注は本書の内容にいっそうの厚みを加えている．
本書は,必ずしも前から順番に読む必要はないだろう.巻頭の｢訳者はじめに｣‘「本書の価値と利用の手引

き｣をまず読み.最後に飛んで｢日本語版へのあとがき｣‘「訳者あとがき｣を読むのがはいりやすい.この部分
を丁寧に読めば‘著者‘訳者の主張はだいたい理解できる,次には第2部第8章の地震と火山活動による災害
が,なんと言ってもとりつきやすい.第2部の各章は事実関係の記述が多いのでどこも分かりやすい.最後に第
1部‘第3部を読むようにすれば,第2部で読んだことと照らし合わせ色々 な概念が理解しやすい.本書を完全に
読破する人は少数に留まると思うが‘防災に携わる人が読んで得るものは少なくないはずである．
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